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　SUMICHIRAL AGP、CBH、HSAは、光学識別能のあるタンパク質を、粒径5μｍの球形
シリカゲルに固定化した高性能の光学異性体分離用カラムです。これらのカラムは、汎用性が高
く、1種類のカラムで多くの光学異性体を分離することが可能です。

・逆相系の移動相を用いての分析が可能です。
・SUMICHIRAL AGP は、酸性・塩基性及び中性化合物の広範囲の医薬品の光学異性
　体の直接分離に用いられます。酢酸系の緩衝液を移動相として分離することが多く、
　LC/MS用のカラムとしても使用できます。
・SUMICHIRAL CBH は、特に塩基性化合物の光学異性体の直接分離に有効に利用で
　きます。
・SUMICHIRAL HSA は、特に酸性化合物の光学異性体の直接分離に有効に利用でき
　ます。
・選択性、保持時間は、移動相組成（pH、濃度、溶媒の種類、温度）を変化させること
　により制御できます。
  

AGP … α1-acid glycoprotein
CBH … Cellobiohydrolase
HSA … Human serum albumin

　SUMICHIRAL AGP、CBH、HSAは、光学識別能のあるタンパク質を、粒径5μｍの球形シ
リカゲルに固定化した高性能の光学異性体分離用カラムです。これらのカラムは、汎用性が高く、
1種類のカラムで多くの光学異性体を分離することが可能です。

■特長

■種類と分離対象物 

■固定化されているタンパク質（キラルセレクター）

光学異性体分離用 HPLC カラム 

SUMICHIRAL AGP,CBH,HSA
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■AGPの分離例

価格表

分離例
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分離例
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■CBHの分離例

■HSAの分離例

分離例
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